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令和5年9月15日 

(金曜日) 

裏面もご覧ください 

  松尾 祐子 さん 作 

 

18
日
（
月
）
東
谷
地
区
敬
老
会 

20
日
（
水
）
サ
ロ
ン
ば
ん
ざ
い
（
木
下
） 

22
日
（
金
）
パ
ト
ロ
ー
ル
20
時
～ 

25
日
（
月
）
稲
穂
サ
ロ
ン
（
新
一
） 

29
日
（
金
）
家
庭
教
育
学
級 

開
級
式 

3
日
（
火
）
市
民
講
座 

 
 
 
 
 

「
コ
ン
ポ
ス
ト
に
挑
戦
②
」 

4
日
（
水
）
文
化
祭
実
行
委
員
会 

 
 
 
 
 

避
難
訓
練 

 
 
 
 
 

サ
ロ
ン
ば
ん
ざ
い
（
木
下
） 

6
日
（
金
）
ふ
れ
あ
い
昼
食
会 

8
日
（
日
）
東
谷
地
区
体
育
祭 

11
日
（
水
）
市
丸
カ
フ
ェ 

13
日
（
金
）
東
谷
中
学
校
体
育
大
会 

 
 
 
 
 

高
齢
者
サ
ロ
ン 

 
 
 
 
 

パ
ト
ロ
ー
ル
15
時
～ 

14
日
（
土
）
市
民
セ
ン
タ
ー
草
刈
り 

 
 

 

9
月 

 

東
谷
地
区
体
育
委
員
会
会

長
の
節
原
で
す
。 

 

10
月
８
日(

日) 

９
時
よ
り
、

東
谷
地
区
体
育
祭
を
行
い
ま

す
。
今
年
は
、
コ
ロ
ナ
あ
け
初

め
て
の
体
育
祭
と
し
て
行
う
も

の
に
な
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
の
３

年
間
で
地
区
の
少
子
高
齢
化
も

進
ん
で
お
り
、
現
状
に
あ
っ
た

形
の
体
育
祭
の
開
催
を
行
い
た

い
と
考
え
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
改

訂
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

以
下
は
、
先
日
の
全
体
会
議

で
、
確
認
し
た
内
容
で
す
。 

 

全
体
を
短
縮
し
て
遅
く
と
も

13
時
前
ま
で
に
終
わ
る
形
に
す

る
。
こ
の
た
め
、
昼
食
の
表
示

は
無
し
に
す
る
。
雨
天
の
場
合

は
体
育
館
競
技
に
切
り
替
え
、

順
延
な
し
。 

 
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
に
つ

い
て
３
競
技
（
旗
取
り
、
東
谷

チ
ャ
ン
プ
、
さ
わ
っ
ち
ゃ
だ
め

よ
）
が
あ
っ
た
が
東
谷
チ
ャ
ン

プ
に
統
一
し
、
距
離
調
整
し
て

行
う
。
キ
ッ
ズ
ソ
ー
ラ
ン
は
残

す
。 

 

20
歳
以
上
男
女
の
競
技
が
４

つ
（
夫
婦
善
哉
、
ボ
ー
リ
ン

グ
、
ペ
ア
ポ
ー
ル
蹴
り
、
水
を

大
切
に
）
が
あ
っ
た
が
、
参
加

人
数
の
多
い
２
つ
（
夫
婦
善

 

哉
、
水
を
大
切
に
）
に
集
約
す

る
。 

 

世
帯
数
の
少
な
い
町
内
の
競

技
得
点
上
の
不
利
益
を
な
く
す

た
め
、
検
討
し
た
が
、
今
後
の

課
題
と
す
る
こ
と
と
し
た
。 

 

今
年
に
入
り
諸
々
の
行
事

が
、
コ
ロ
ナ
前
の
形
で
復
活
し

て
来
て
い
ま
す
。
体
育
祭
も
、

状
況
に
合
わ
せ
改
訂
は
あ
り
ま

す
が
、
従
来
に
増
し
て
盛
り
上

が
る
よ
う
、
準
備
を
進
め
て
参

り
ま
す
。 

 

感
想
や
意
見
が
あ
れ
ば
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。 

 

た
く
さ
ん
の
皆
様
の
ご
参
加

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

 

令
和
５
年
３
月
の
定
期
人
事

異
動
に
て
支
店
長
と
し
て
着
任

致
し
ま
し
た
平
岩
と
申
し
ま

す
。
日
頃
よ
り
地
域
の
皆
様
に

は
東
谷
支
店
を
ご
利
用
、
ま
た

農
協
事
業
へ
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
し
て
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
当
東
谷
支
店

は
今
回
の
人
事
異
動
に
伴
い
、

私
を
含
め
支
店
に
在
籍
す
る
７

名
の
職
員
の
う
ち
５
名
が
入
れ

替
わ
り
、
ご
利
用
者
の
皆
様
に

は
ご
不
便
を
お
掛
け
し
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
早
い
も

の
で
も
う
半
年
が
過
ぎ
、
少
し

は
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

昨
今
、
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が

完
全
に
終
息
し
た
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
５
類
に
移
行
し

た
こ
と
に
よ
り
今
ま
で
制
限
さ

れ
て
い
た
多
く
の
行
事
が
以
前

の
よ
う
な
賑
わ
い
で
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
当
支
店

も
様
々
な
行
事
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
交
流
し
て
い
く
中

で
、
地
域
の
方
々
に
支
え
ら

JA北九東谷支店 
支店長 

平岩 直美 

10
月 

絵手紙教室 東谷市民センター和室 
毎月第4（金）10時～お気軽にどうぞ 

れ
、
東
谷
の
長
い
歴
史
と
と
も

に
成
長
し
て
き
た
金
融
機
関
で

あ
る
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
実

感
し
て
お
り
ま
す
。 

さ
て
、
当
農
協
は
様
々
な
農

業
振
興
活
動
に
努
め
て
お
り
、

東
谷
支
店
で
は
地
域
密
着
型
金

融
機
関
と
し
て
皆
様
に
信
頼
さ

れ
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
地
域
に
求
め
ら
れ
る

金
融
機
関
を
目
指
し
、
支
店
職

員
全
員
で
取
組
ん
で
参
り
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
北
九
州
農
協

東
谷
支
店
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。 

  

東谷地区体育 
委員会 会長 
節原 隆男 

9月の絵手紙 

★母子健康手帳・バスタオル持参 
 

「妊産婦・乳幼児なんでも相談」 

9月26(火) 
10：30～11：30 

問合せ：小倉南区役所保健福祉課 
     TEL 951-4125 

東
谷
っ
ち
ゃ
体
操
で 

 
 
 
 
 

ス
テ
ー
ジ
参
加
！ 

訪
れ
た
市
民
の
皆
さ
ん
と 

一
緒
に 

ち
ゃ
ち
ゃ
ち
ゃ
。 

 約２０００人が参加の総踊りには、
東谷婦人会の皆さんや各町内の

団体の皆さんも参加し、盛り上が

りました。 

JA北九女性部が出店 

 寄稿していただいた皆さま、また資料等の提供に

ご協力いただいた皆さま、ありがとうございまし

た。７０年の歴史を振り返る大切な記念誌が出来上

がりました。心より感謝申し上げます。 

※記念誌は、東谷市民センターにて閲覧できます。 

（表 

紙
） 

（裏
表
紙
） 
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令
和
５
年
度
東
谷
中
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
香
崎
と
申
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。
地
域
の
皆
様
に
は
、
日

頃
か
ら
東
谷
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
に
ご
理
解
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。 

 

さ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
社

会
状
況
の
変
化
の
中
、
私
共
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
も
縮
小
を
余
儀
な

く
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
、

５
類
に
移
行
し
て
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
と
な
り
ま
す
が
、
引
き
続
き

感
染
予
防
に
努
め
な
が
ら
、
一

つ
一
つ
の
事
業
に
つ
い
て
学

校
、
会
員
、
地
域
と
相
談
し
な

が
ら
、
開
催
の
是
非
に
つ
い
て

柔
軟
に
判
断
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
そ
の
よ
う
な
状
況
の

中
、
昨
今
で
は
教
員
の
働
き
方

改
革
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
負
担
軽

減
へ
の
取
り
組
み
の
必
要
性
も

叫
ば
れ
て
い
ま
す
。
東
谷
中
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
「
出
来
る
人
が

出
来
る
時
に
出
来
る
事
を
」
と

い
う
考
え
の
も
と
、
ま
ず
は
家

庭
と
仕
事
の
時
間
を
第
一
に
考

え
て
い
た
だ
き
、
そ
の
上
で
Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

学
校
、
会
員
、
地
域
の
皆
様
が

お
互
い
に
補
完
、
協
力
し
な
が

ら
子
ど
も
達
の
成
長
を
見
守
っ

て
頂
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

 

青
年
期
の
初
期
で
あ
る
中
学

  

 秋の気配が日増しに感じられるようになり

ました。地域の皆様は厳しい夏をどの様にお

過ごしになったでしょうか。今年の夏の気温

は今までになく高温でしたので、熱中症など

になられた方もいらっしゃるのではないかと

思いますが、くれぐれも無理をせず水分補給

をこまめとるようにお願いします。 

 今年はコロナウイルスも５類に移行したこ

とで、健康づくり部会としても以前のように

 

活動できると思います。グランドゴルフやウオーキングと

いった屋外の活動、健康講話、食育講座、絵手紙講座などの

屋内活動を可能な限り実施したいと思いますので、ご参加の

ほどよろしくお願いいたします。 

 さて、健康づくり部会の活動ではありませんが、体育委員

会の体育祭についてすこしお話ししたいと思います。今年は

体育祭を実施します。プログラムの内容をすこし変更し競技

の数を減らして、お昼頃には終われるようにしたいと考えて

おります。興農会館も新しくなりましたのでグランドの状況

も変わっており、本部席やトラックのレイアウトも新しくな

ると思います。以前と違った体育祭、新しい体育祭と思って

いただいてもよいかと思いますので、一人でも多くの方の参

加を期待します。日程は10月８日（日）です。 

健康づくり部会 
副部会長 
松井 八朗 

生
の
子
ど
も
達
は
、
こ
れ
か
ら

大
人
に
な
っ
て
い
く
過
程
で
最

も
大
切
な
時
期
を
迎
え
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に

参
加
し
て
頂
く
こ
と
で
、
学
校

と
の
距
離
感
が
縮
ま
り
、
子
ど

も
達
が
ど
の
よ
う
な
環
境
や
空

気
の
中
で
学
校
生
活
を
送
っ
て

い
る
か
、
近
く
で
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ

と
も
子
ど
も
達
の
笑
顔
の
た

め
、
今
後
と
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
へ

の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。  

8/25 全市一斉パトロール 

東谷中学校 
ＰＴＡ会長 
香崎 洋治 

 

 今回の東谷歴史散策は小森町内の史跡・文化財を巡りました。小森

町内は322号線の東西にまたがり市丸と呼野町内に挟まれた位置にあ

ります。この地区は、江戸時代の小倉藩の行政区の６大手永の一つ小

森手永の中心地でした。小森手永は企救郡の東谷・中谷・西谷の各村

を束ねる大庄屋で室町時代の応仁の乱の頃、雪舟が庭を作庭した村上

家が代々大庄屋を務めていましたが、江戸時代の中盤に祇園町在住の

蔵田家が受け継ぎ、次いで門司の法師庵在住の中村為左衛門が務め、

その後今村手永に転じたため門司松ヶ枝大字畑の友石家が務めまし

た。そして幕末期から豊長戦争の頃、最後の小森手永大庄屋として中

村庄承之助が務め藩命で小森手永の役名の「小森承之助」を名のりま

した。（以上三谷合本第一巻より）小森町内会の地名の小森はこの小

森手永を引き継いだものと思います。 

 今回の歴史散策は7月上旬の梅雨の末期の大雨で、当日の午前中ま

で時折激しい雨が残り散策の実施が危ぶまれましたが、散策の前に小

森公民館での講座中に雨もほぼ上がり何とか雪舟庭の村上家をはじめ

事前の講座で学んだ史跡を散策することができました。今回の散策は

雪舟庭村上家を皮切りにＵＢＥ三菱セメントの引き込み線跡、平尾台

山腹の白谷湧水の場所の遠望、日田彦山線路横のお遍路霊場、小森観

（文責： 西田 順一 ） 

音堂と観音堂前にあった市丸小学校前身

の小森小学校跡地の水田を見て回りまし

た。普門寺うらの呼野駅スイッチバック

引き込み線跡と小森天疫神社は今回は雨

で足元が悪いので割愛しました。 

 今回雪舟庭を我々のために快く公開し

てくださった小森の村上さん、村上家へ

の橋渡しをしていただいた小森町内会長

の高住さん、同副会長の有松さん、同公

民館長の中村さんにご尽力いただきお礼

申し上げます。 

 次回は9月22日(金)平尾台歴史散策で

す。東谷歴史散策に興味のおありの方

は、090-8604-4544 西田までTEL、もしく

はショートメッセージでご連絡ください。

折り返しご案内いたします。 

  

村上家の雪舟庭 

9/5 市民講座 
「コンポストに挑戦」 

9/9 市民講座 
「ウォーキング講話」 

9/1 ふれあい昼食会 

小倉南交通安全協

会の方のお話。 

キャラクター登場

でみんな笑顔に！ 

8/30 小倉南区男女共同参画 
     地域フォーラムin東谷 

9/2 国際交流つなひろ 
「ディスコン」 

9/9 家庭教育学級オンライン視聴会 
「法的視点から視る子どものSNS被害」 

人生１００年時代 
～すべての人が心豊かに～ 

ここに説明書きが… 

8/26 お糸まつり 

 東谷市民センターの外壁工
事が始まります。工事車両等の
出入りがありますので、駐車場
ご利用の際はご注意下さい。 
市民センターは通常通り開館し
ていますのでご利用下さい。 


